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３on3大会 そ
れ
を
自
分
た
ち
の
手
で
結
び
つ

け
、
さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
意
識

す
る
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、「
自
分
た
ち
な
り

に
地
域
の
課
題
を
見
出
し
取
り
組

ん
で
き
た
が
、『
地
域
の
宝
』
に
光

を
当
て
る
こ
と
を
意
識
し
す
ぎ
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
視
点
を
置
い
た
こ
と

が
無
か
っ
た
。
今
後
、
自
立
し
て

活
動
を
長
続
き
さ
せ
る
た
め
に

も
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
意
識
し
て
活
動

を
続
け
た
い
。」
と
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

西股用水 

樅の木橋跡 

清見寺 

 

４
月
２７
日
（
水
）
、
「
平
成
28
年
度
付
知
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
総

会
」
が
、
市
長
、
市
議
、
総
合
事
務
所
長
、
市
役
所
定
住
推
進
部
部
長

を
ご
来
賓
に
お
招
き
し
、
会
員
54
名
の
出
席
で
付
知
公
民
館
に
て
開
催

し
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
、
平
成
27
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
、
平
成
28
年
度
の

事
業
計
画
・
予
算
、
議
案
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

 

【
以
下
、
会
長
の
あ
い
さ
つ
よ
り
一
部
抜
粋
】 

 

多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
頂
き
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
発
足
し
９
年
に
な
り

ま
す
。
昨
年
も
こ
の
総
会
で
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
こ
の
町
の
自
治
の

力
を
強
く
し
て
い
く
事
が
小
さ
な
町
が
生
き
残
っ
て
い
く
最
良
の
方
法
で
は

な
い
か
と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

平
成
２３
年
度
に
区
長
会
と
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
全
町
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
現
在
町
内
の
各
家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る

情
報
無
線
も
災
害
時
に
は
お
お
い
に
利
用
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
苦
戦
し

て
や
っ
と
取
り
付
け
た
情
報
無
線
で
す
の
で
、
情
報
の
伝
達
の
仕
方
な
ど
普
段

の
情
報
伝
達
も
含
め
、
付
知
の
町
に
と
っ
て
、
も
っ
と
役
立
つ
情
報
の
出
し
方
、

災
害
時
の
対
応
な
ど
、
よ
り
細
か
い
検
討
が
必
要
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
災
害
時
に
一
番
大
事
な
橋
と
言
え
ば
今
、
建
設
中
の
「
中
央
橋
」
で

す
。
今
年
の
３
月
完
成
予
定
が
９
月
へ
と
ず
れ
込
み
、
毎
日
通
学
に
使
う
中
学

生
の
皆
さ
ん
は
じ
め
、
特
に
９
区
と
尾
ケ
平
地
区
の
方
々
に
は
４
年
以
上
の
不

便
な
生
活
で
御
迷
惑
を
か
け
て
お
り
ま
す
が
、
も
う
少
し
だ
け
待
っ
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
か
ら
の
補
助
金
が
滞
り
、
中
津
川
市
と
し
て
は
市

の
予
算
を
や
り
繰
り
し
、
９
月
ま
で
に
は
完
成
さ
せ
た
い
の
で
お
願
い
し
た
い

と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中
央
橋
も
数
年
前
の
時
点
で
は
予
算
の
な
い

中
、
新
し
く
架
け
替
え
る
な
ど
誰
も
が
思
っ
て
み
な
か
っ
た
事
で
す
。
橋
幅
が

狭
く
、
歩
行
者
が
通
る
の
に
危
険
な
の
で
、
せ
い
ぜ
い
歩
幅
を
つ
け
て
も
ら
う

事
ぐ
ら
い
し
か
通
ら
な
い
だ
ろ
う
と
誰
も
が
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、 

平
成
28
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

 

大
災
害
が
起
き
た
時
、
中
央
橋
は
一
番
大
事
に
な
る
事
は
間
違
い
な
く
、
区
長
会
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
合
併
後
の
付
知
審
議
委
員
会
が
合
同
で
中
津
川
市
に
要
望

し
、
４
年
間
か
か
る
け
ど
新
し
く
架
け
替
え
ら
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
個
人
の

力
は
小
さ
く
て
も
付
知
じ
ゅ
う
の
組
織
が
ま
と
ま
っ
て
動
く
事
で
こ
ん
な
大
き
な

事
業
が
も
う
す
ぐ
完
成
す
る
事
に
対
し
、
私
達
は
自
信
を
持
っ
て
良
い
と
思
い
ま

す
。
が
、
国
に
も
市
に
も
財
源
は
限
ら
れ
ま
す
。
何
で
も
皆
で
要
望
す
る
だ
け
で

は
な
く
日
頃
か
ら
「
自
分
達
で
出
来
る
事
は
協
力
し
合
っ
て
動
く
」
と
い
う
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
を
大
切
に
活
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
活
動
を
地
域
に
浸
透
さ
せ
、
一
人
で
も
多
く
の
住
民
の
方
が
自
分

の
事
と
し
て
協
力
、
行
動
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
働
き
か
け
て
下
さ
い
。 

 

県
や
中
津
川
市
も
昨
年
よ
り
付
知
の
観
光
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
「
お

ん
ぽ
い
の
湯
」「
熊
谷
守
一
つ
け
ち
記
念
館
」
と
食
事
等
の
ツ
ア
ー
で
何
度
か
大
型

バ
ス
が
入
り
、
付
知
の
町
を
観
光
客
が
散
策
さ
れ
、
大
変
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
事
を
住
ん
で
い
る
住
民
が
知
っ
て
い
て
対
応
し
て
頂
け
る
事
で

観
光
に
み
え
た
方
が
地
元
に
帰
り
「
付 

知
は
良
い
所
だ
っ
た
」
と
他
の
人
に
宣 

伝
し
て
下
さ
い
ま
す
。
地
元
に
住
ん
で 

い
る
私
達
も
道
を
聞
か
れ
た
時
は
親
切 

に
対
応
し
た
り
、
通
り
を
綺
麗
に
す
る 

な
ど
「
お
も
て
な
し
」
の
気
持
ち
で
接 

す
る
事
も
付
知
の
活
性
に
は
大
き
な
貢 

献
に
な
り
ま
す
。 

 

熊
谷
守
一
つ
け
ち
記
念
館
や
お
ん
ぽ 

い
の
湯
に
み
え
た
お
客
様
に
も
足
を
運 

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
良
い
チ
ャ
ン
ス 

を
逃
す
事
な
く
努
力
し
て
頂
き
た
い
と 

思
い
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014.5.23 発行 No.25 

～平成 27 年度事業・決算報告～ 

【収  入】                                    単位：円 

科目 決算額 備      考 

繰越金 2,061,028 前年度繰越金 

寄付金 1,901,610 町内外者様からのご厚志 ３４件 

補助金 500,000 中津川市地域づくり支援事業補助金 

協力金 320,900 敬老会（町内各戸・付知町観光協会）スポレク祭（各区・体育協会） 

雑収入 45,672 利息、ふるさと巡回ツアー、魚つかみ大会、こびちゃん婚活キャンセル料 

合計 4,829,210   

【支  出】                                    単位：円 

科目 決算額 備      考 

事業費 1,370,197 

・「まち協だより」の発行(120,820)  ・付知町新年会(50,000) 

・敬老会(541,015) ・健康づくり事業(10,000) 

・こびちゃん ひまわり植栽(81,096) ・であいふれあい絆づくり(65,842) 

・ふるさと巡回ツアー(47,273) ・中学生との意見交換会(3,245) 

・文化財・史跡顕彰碑の作成(287,280) 

・文化芸能活動支援事業(16,111) ・スポレク祭(147,515) 

補助金 508,056 

・つけち夢まつり補助(100,000) ・河川道路清掃活動補助(50,000) 

・文化財保護活動費補助(50,000) ・付知川魚つかみ大会(106,920) 

・付知町スポーツ少年団駅伝大会(145,136) 

・子供体験学習(50,000) ・書初め大会協賛金(6,000) 

事務費 1,088,760 
・事務員賃金(823,200)・事務費(85,624)・通信費(81,440) 

・ホームページ維持管理費(90,936)・事業記録用データ作成(7,560) 

旅費 21,660 ・役員事務員費用弁償   

予備費 0 
 

合計 2,988,673     

  
    

年間 本部役員会、役員会、各部会(４部会)、分科会、委員会等随時開催 

  （収入）      （支出）      （残額） 

 4,829,210 円 － 2,988,673 円 ＝ 1,840,537 円 

 収入・支出差引残額 1,840,537 円を平成 28 年度へ繰り越します。 

 

～皆さまからのご寄付を宜しくお願いします～ 

〈平成 27 年度はこんな事業を行いました〉 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

2014.5.23発行 No.25 

～平成 28 年度事業計画・予算概要～ 

◆主催事業   

【総務企画部会】   ●「まち協だより」発行（６回） 

          ●付知町新年会 

          ●若者によるまちづくり事業 

          ●地域環境整備事業助成 

             ●ゆるキャラ製作事業   

【生活福祉部会】   ●敬老会  

          ●健康づくり事業 

          ●であいふれあい絆つくり事業     

          ●女性活動母体づくり事業（花植栽）           

【農林商工部会】   ●先進地事例調査事業  

【教育文化スポーツ部会】 ●ふるさと巡回ツアー  

                   ●中学生との意見交換会  

          ●文化財・史跡顕彰碑設置事業  

          ●スポーツレクリエーション祭  

          ●文化芸能活動支援事業    

◆事業補助金       ●つけち夢まつり補助  

          ●河川道路清掃活動補助  

          ●文化財保護活動費補助  

          ●付知町スポーツ少年団駅伝大会  

          ●付知川魚つかみ大会  

          ●子ども体験学習事業（版画）    

◆協賛金       ●付知町書き初め大会    

◆その他事業            ●会議費・事務費・旅費  

                   ●予備費  

      平成 28 年度予算合計 

 

150,000 円 

50,000 円 

100,000 円 

150,000 円 

50,000 円 

550,000 円 

10,000 円 

50,000 円 

100,000 円 

40,000 円 

70,000 円 

30,000 円 

150,000 円 

240,000 円 

50,000 円 

100,000 円 

50,000 円 

50,000 円 

150,000 円 

150,000 円 

50,000 円 

6,000 円 

1,385,000 円 

180,000 円 

3,911,000 円 

 

〈平成 28 年度はこんな事業を計画しています〉 

地元、付知中学校の卒業生が考えた「付知町の

ゆるキャラ」を町の活性化に役立てようと【顔出

しパネル】を作成しました！！ 

 森林の市にてお披露目し、現在は道の駅「花街

道付知」にて展示させて頂いております♪ 

 

 今後も作成し、付知町の皆さんはもちろん、観

光客の皆さんにも楽しんで頂ける所に展示させ

て頂こうと思っています♪ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 
まちづくり協議会では今後も皆様のご意見を伺いながら、大切な寄付金を有効に活用させて 

頂きます。ご意見等ありましたら、事務局またはホームページまでお気軽にお寄せください！ 
 
編集・発行 付知町まちづくり協議会 広報委員会 ホームページ http://www.tsukechi-machikyo.org   

～ご寄付をいただきました～ 

申酉還暦同窓会一同 様 51,991 円   

早川 美保 様   50,000 円   

さのやお客様一同 様  17,925 円 

付知製茶 様      20,000 円 

早川産業竜華菴お客様一同 様 

             2,413 円 

【Ｈ28.4.1～Ｈ28.5.14 受付分】 ありがとうございました ！ 

♪春よ恋！は～やく恋！！♪開催しました！！ 

 4 月 16 日（土）、アートピア付知にてまち協こびちゃん主催による 

婚活イベント「春よ恋！は～やく恋！！」が開催されました。 

 司会にエフエムぎふの久世良輔さんをお招きし、男性 32 名・女性

26 名の参加を頂き、ご対面回転すしや立食パーティー、デザートバ

イキング、ひまわりの種まきなどたいへん盛り上がりました！！ 

 今回は 6 組のカップルが成立しました♪ 

 今後も引き続き、行っていきたいと思います。 

まちづくりのために 

木曳車（きひきしゃ）を活用しませんか？！ 

全国育樹祭で使用された「木曳車」が【まちおこしのために 

使用して下さい】と岐阜県より中津川市へ寄贈されました。 

付知町まちづくり協議会では、この「木曳車」を 

【付知のまちづくり・地域活性化】のために活用して頂ける方、 

また活用方法についての提案を広く募集します！！ 

例えば・・・ 

◆おみこしの代りに使う 

◆木材を載せ、産直住宅のＰＲ 
などなど・・・・ 

王滝新道跡・同記念碑が 

市の文化財に指定されました！！ 

 
中津川市史跡として指定になった王滝新道跡は、

二区字樋口地内の白谷へ下りる旧道の一部と、一区

字平作垣戸地内にある王滝新道記念碑です。（写真参

照）  

王滝新道は、明治６（1873）年から１３年にか

け、付知村の御嶽講先達三尾甚平が新道の開設に着

手、私財を投じ、付知・王滝両村民の協力を得て開

設された、道幅平均６尺（1.83ｍ）、延長およそ２

４km の歴史の道です。 

付知村の辻堂から真弓峠を越え長野県王滝村まで

御嶽登山道の近道として開かれた新道は多くの人々

に利用されるようになり、明治２８（1895）年に

は当時の御料局により道幅９尺（2.73ｍ）の林道と

して拡幅整備されました。 

新道開設により付知は王滝、御嶽山へ向かう多く

の人々で賑わいましたが、明治４４（1911）年、

中央線全通とともに利用者も減り、峠付近は道跡も

荒廃し、昭和３０年代には人の往来もほとんどなく

なりました。 

しかし、昭和３０年代後半から営林署による林道

の開設が進み、高樽谷に沿って真弓峠を越え王滝村

までの林道の拡幅整備が計られ、更に昭和５９年長

野県西部地震により輸送車両の通行が可能な道路と

して拡充されて現在に至っています。 

王滝新道の道跡、記念碑が市文化財として今後も

大切に伝えられるよう願っています。 

王滝新道跡・同記念碑が 

市の文化財に指定されました！！ 

↑      記念碑⇒ 

旧道の一部 

告知    【ひまわりの種まきを行います！！】 
◆６月１１日（土）午前１０時から、ひまわり畑 

にて「ひまわりの種まき」を行います！！ 

皆様のご協力をよろしくお願いします。 

http://www.tsukechi-machikyo.org/

